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横浜サイエンスフロンティア高校の特色検査分析 
横浜サイエンスフロンティア⾼校（通称：YSFH）の特⾊検査は、他の特⾊検査実施校と異なり、独⾃に作成した検査
問題を採⽤している。そのため⼀般的な特⾊検査対策本では、傾向と対策が掴みづらい。そこで今回 OKUNO 塾では、
YSFH の特⾊検査に特化した傾向と対策をまとめた。なお過去問に関しては同校ホームページから⼊⼿できる。この
分析が YSFH を志望する⽣徒の役に⽴てば幸いである。 
 

分析対象とした YSFH 特色検査の概要 

分析対象は、2015 年度〜2021 年度の計 7 回分の特⾊検
査である。毎年 200 点満点・60 分の試験となっており、
⼤問数や出題形式に関しては年度ごとに若⼲異なる。設
問ごとの点数配分は公表されていないため不明である。 
＜図表 1＞ 

年度 
配点 

（点） 
時間 

（分） 
⼤問数 出題形式 

2021 200 60 4 選択, 記述 
2020 200 60 4 選択, 記述, 作図 
2019 200 60 5 選択, 記述, 作図 
2018 200 60 4 選択, 記述 
2017 200 60 4 選択, 記述, 作図 
2016 200 60 4 選択, 記述, 作図 
2015 200 60 4 選択, 記述, 作図 

＜図表 1＞の通り、YSFH の特⾊検査は、選択・記述・作
図の問題に分類される。記述問題は毎年出題されている
が、作図問題は出題されない年もある。また、2018 年度
からは記述問題の分量が減り、新たに選択問題が出題さ
れるようになった。そのため 2018 年度以降は難易度が
下がり、特⾊検査では 9 割近い点数が平均点となってい
る。なお直近 3 年の受験者平均点は次の通りである。 
2021 年度 97.6 点, 2020 年度 95.2 点, 2019 年度 89.8 点 
※いずれも 100 点満点換算 

設問の特徴 大問 1・大問 2 

設問の特徴は、便宜上⼤問ごとに説明する。詳細は後述
するが、⼤問 1・2（2019 年度のみ⼤問 1・2・3）の傾向
が 2018 年度から⼤きく変わったからである。なお、⼤問
3・4（2019 年度のみ⼤問 4・5）に関しては⼀貫して同
じ傾向である。 
 
⼤問 1・2 の特徴 〜2017 年度 
2017 年度までの⼤問 1・2 は、英語で書かれた資料や⽇
本語で書かれた資料を読み取り、その内容を要約する問

題である。⽂章だけでなく、表やグラフからも必要な情
報を読み取らないといけないため、難易度が⾼い。⼤量
の資料を限られた時間の中で素早く読む速読⼒、英語の
資料を理解するための英語⼒、グラフや表を正確に読む
取る情報処理⼒、読み取った内容をわかりやすく⽂章に
まとめて伝えるプレゼン⼒が問われる問題である。 
参考）2015 年度 問 1 
by using ideas from plants and animals.とありますが、その理由を 2つ
の資料から読み取り、まとめなさい。 

参考）2017 年度 問 2 
⽇本企業のデータ活⽤について、顕著に⾒られる傾向を 3 つのグラフ
から読み取り、まとめなさい。 

2017 年度まではこのように難易度の⾼い検査問題が⼤
問 1・2 で出題されていた。おそらく平均点も今より低か
ったと考えられる。 
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⼤問 1・2 の特徴 2018 年度〜 
2017 年度までは、前述の通り速読⼒・英語⼒・情報処理
⼒・プレゼン⼒が必要とされていたが、2018 年度以降の
⼤問 1・2 は、記述問題の代わりに選択問題が採⽤された
ことにより、プレゼン⼒が不要となった。 
参考）2020 年度 問 2 
2 つの資料を正しく読み取っているものをあとの選択肢の中から 1 つ
選びなさい。 

また、速読⼒も不要になった。特に 2019 年度以降の問題
で顕著である。以前であれば英語の⽂章も全て読む必要
があったが、近年は全く読まなくても解けてしまう。与
えられた資料のほとんどが、問題を解く上で関係のない
部分（ノイズ）になっている。 
参考）2019 年度 資料 

たとえば、こちらは 2019 年度の資料の⼀部だが、⼀切読
まずに問題が解けてしまう。資料の分量は増えているも
のの、読む必要のない箇所は増えているため、いかにノ
イズに時間をかけずに読むか、が求められる。 
さらに、英語⼒についてもほぼ不要となっている。依然
として英語の資料は毎年与えられるものの、2018 年度以
降は、英語が苦⼿な⽣徒でも読めるレベルの英語しか出

題されていない。YSFH を受験する⽣徒の学⼒を考える
と、特⾊検査に特化した英語の勉強を⾏う必要はない。 
参考）2019 年度 問 2 

英語に関しては、上図の問題が理解できれば問題ない。
⽐較を使った表現がよく出てくるが、中学校の英語を勉
強していれば難しくないだろう。 
つまり、2018 年度以降の⼤問 1・2 では、速読⼒も英語
⼒もプレゼン⼒も必要なく、情報処理⼒のみで⼗分であ
る。ただ資料の分量は増えているので、全て読もうとせ
ず（読んでいたら時間がない）、必要なところだけを読ん
で解答してほしい。例として 2021 年度の問題を挙げる。 
参考）2021 年度 資料 

Sample
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各列の⼀番⼤きい数字と⼀番⼩さい数字を抜き出すだけ
の問題なのだが、この表の前に英⽂と和⽂の資料が 2つ
ある。なお、その 2つの資料は読まずにこの表だけを読
めば問題が解ける。むしろそうしないと時間が⾜りなく
なるだろう。近年の⼤問 1・2 はこのような情報処理問題
が多いため、受験⽣のほとんどが正解していると考えら
れる。 

設問の特徴 大問 3・大問 4 

⼤問 3・4 の特徴 
先述の通り、⼤問 1・2 に関しては 2018 年度以降に変化
があったが、⼀⽅で⼤問 3・4（2019 年度のみ⼤問 4・5）
の傾向は以前から⼀貫している。まず出題形式は記述で
ある。⼤問 3 で短めの記述、⼤問 4 では⻑めの記述を書
かせる場合が多い。 
この2つの⼤問こそ、YSFH最⼤の特徴と⾔えるだろう。 
記述内容は必ず「課題解決のプロセス」にまつわるもの
である。「課題解決のプロセス」とは＜図表 2＞の通り、
課題の原因→課題→課題の解決策といった⼀連の流れの
ことを指す。 
＜図表 2＞ 

世の中のさまざまな課題に対する解決策や、課題の原因
を分かりやすく論理的に説明することが求められる。ま
た与えられた資料を読み取り、何が課題であるのかを明
⽰する問題もよく出題される。＜図表 3＞は 2015 年度以
降の⼤問 3・4 で出題された内容をまとめたものである。 
＜図表 3＞ 

年度 内容 原因/課題/解決策 

2021 
問 3•4 

積雪予想における課題とその原因 原因・課題 

⽇常の課題と Citizen Scienceによる解決策 課題・解決策 

2020 
問 3•4 

⽇本の個⼈情報利⽤の現状（課題の分析） 課題 

SDGs 課題と特定の職業による解決策 課題・解決策 

2019 
問 4•5 

⺟語が⽇本語である⼈たちの課題 課題 

⾃動翻訳機が普及した場合の課題と解決策 解決策 

2018 
問 3•4 

理科・科学に関する⽇本の⼩中学⽣の課題 課題 

上記課題の解決策 解決策 

2017 
問 3•4 

POSシステム導⼊による効果 解決策 

⽇常の課題と IoTによる解決策 課題・解決策 

2016 
問 3•4 

⽇本の科学技術の現状（課題の分析） 課題 

⽇常の課題と Biomimeticsによる解決策 課題・解決策 

2015 
問 3•4 

⾷品ロスが減らない原因 原因 

⾷品ロスを減らすための解決策 解決策 

⽇常のさまざまな事柄が取り上げられるため、出題内容
の予測は難しい。⽇頃から、⾝の回りの課題や、課題の
原因・解決策などを考える癖を⾝につけておきたい。 
参考）2021 年度 問 3 

 
参考）2019 年度 問 4 

解答する際に気をつけなければならないことは、問題⽂
の指⽰・条件に必ず従うことである。例えば「資料 1〜資
料 3 を読み取り、課題を書きなさい」と書いてある場合、
資料 1・資料 2・資料 3 の内容に必ず⾔及しなくてはな
らない。⼀部の資料だけを読んで答えるのは減点される
可能性が⾼いため、必ず問題⽂に書かれた指⽰に則って
記述する必要がある。 

設問の特徴 全体的な話 

これまで設問を⼤問ごとに細かく⾒てきたが、ここでは
設問全体にまつわる話をしようと思う。 
 
問題⽂で扱われるテーマ 
まず、年度ごとのテーマは＜図表 4＞の通りである。 
＜図表 4＞ 

年度 ⼤テーマ ⼩テーマ 

2021 
Citizen 
Science 

ユーグレナ, 気温移動平均,  
タンポポの植⽣, 関東雪結晶PJ 

2020 将来の職業 
SDGs, 職業ランキング,  
パーソナルデータ 

2019 ⾃動翻訳 
ピクトグラム, Visit Japan Campaign,  

ウェブ上の⾔語 

2018 科学技術 
科学技術基本計画,  

論⽂の国際⽐較, PISA, TIMSS 

2017 IoT 
⽇本企業のデータ活⽤,  
POSシステム 

2016 Biomimetics 
インドネシア⾼速鉄道, 技術貿易, 
研究開発費, 特許登録件数 

2015 ⾷品ロス 
フードバンク, 廃棄物処理法,  

ドギーバッグ 

⾷品ロスや IoTなど、よくニュースで取り上げられるテ
ーマがある⼀⽅で、BiomimeticsやCitizen Scienceなど、
おそらく聞いたことのないようなテーマも取り上げられ

課題の原因 課題 課題の解決策Sample
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る。また、資料は新聞記事や、各省庁による統計データ
から作成されることが多い。 
 
記述問題の割合 
何度か説明している通り、2018 年度以降は、情報処理⼒
を問う問題が増え、記述問題が減った。＜図表 5＞は⼩
問における記述問題の割合を表したものである。2021 年
度では 15％を切っている。残りの 85％は、情報処理⼒を
問う問題であり、簡単である。 
＜図表 5＞ 

対策方法 

情報処理⼒を鍛えよ 
まずは、⼤問 1・2 の対策として情報処理⼒の養成が求め
られる。情報処理⼒とは、グラフや表を正確に読み取る
能⼒だが、これを鍛えるためには、⽇頃から膨⼤なデー
タに触れていないといけない。対策としては定期的にデ
ータブックを読み、膨⼤なデータに対するアレルギーを
なくすことだ。おすすめの本は「⽇本国勢図会」と「デ
ータブック オブ・ザ・ワールド」の 2冊である。ぜひ本
屋で⼿に取ってみてほしい。 
 
課題発⾒・課題解決⼒を鍛えよ〜その 1〜 
⼤問 3・4 では、与えられた資料をもとに、課題や原因の
発⾒・解決策の提⽰などが求められる。これは⼀朝⼀⼣
にできるようになることではない。 
そもそも、課題を発⾒するためには、多⾓的な視点が必
要である。⾃分中⼼の世界で⽣きていると、世の中の課
題は⾒えにくい。いろいろな⼈の⽴場に⽴つことで、今
まで良いと思っていたことに課題が⾒つかったり、知ら
なかった課題を知れたりできる。 
多⾓的な視点を得るためには、1 つのニュースや話題に

対して⼤勢の意⾒が集まっている場所にアクセスするこ
とが効果的だ。おすすめは News Picksというニュースア
プリである。このアプリはただニュース記事を読むだけ
でなく、ニュースに対する専⾨家や⼀般の⼈たちの意⾒
も読むことができる。 
特に専⾨家の意⾒は、今までの⾃分にはなかった視点を
得るきっかけになることが多い。多⾓的な視点を持つこ
とで、今まで⾒落としていた課題に気づき、その原因や
解決策を知れる。 
また、⾃分の意⾒を投稿してみるのも良いだろう。これ
は記述対策の練習になる。ニュースを読み、専⾨家や⼀
般の⼈たちの意⾒を⾒た上で、⾃分の意⾒を述べる練習
を続ければ、⾃然と⾃分の知識を体系⽴てて表現できる
ようになるだろう。 
 
課題発⾒・課題解決⼒を鍛えよ〜その 2〜 
ニュースアプリを使わずとも、⾝の回りの不満や課題に
対する解決策を考える癖は⾝につけておきたい。YSFH
の特⾊検査では、明らかに課題発⾒・課題解決に秀でた
⽣徒を選抜しようとしている。⽇頃の課題をそのままに
する⽣徒、不満を漏らしながらも解決しようとしない⽣
徒、そもそも課題に気が付かない⽣徒は求められていな
い。 
⼤切なのは何が問題なのか？どうすれば良くなるのか？
を考え表現することである。⼦ども同⼠でこのような話
し合いをするのは難しいと思うので、親⼦間でぜひ会話
をしてほしい。 

最後に 

初めて YSFH の特⾊検査問題を解いたとき、慶應⼤学・
環境情報学部の⼩論⽂や⻘⼭学院⼤学・総合⽂化政策学
部の⼩論⽂（特に 2013〜2015 年あたり）に似ていると
感じた。要は YSFH の特⾊検査は理科でも社会でも英語
でも数学でもなく、⼩論⽂である。 
さすがに⼤学受験の問題よりは易しいが、それでも対策
を念⼊りに⾏なっていないと⾼得点は難しいのではない
だろうか。特に⼤問 3・4 の課題解決のプロセスに関する
問題は、⾃分の意⾒を⽇頃からアウトプットしていない
と、時間内に終わらないだろう。 
最後に、この分析結果が YSFH の特⾊検査対策に少しで
も役⽴てば、授業の合間を縫って作成した甲斐がある。
特⾊だけでなく、志望校の過去問分析はなるべく丁寧に
⾏なってほしい。合格を期待している。 
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